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第５回 総合計画策定委員会 作業部会（第２作業部会） 

議事要旨 

 

■日 時：令和 5年（2023年）5月 11日（木）13：02～15：03 

 

■場 所：本庁中層棟４階 第４委員会室 

 

■出席者：都市魅力部次長（地域経済振興室長兼務）、人権政策室長、広報課長、市民総務室長、 

市民自治推進室参事（市民自治推進室長の代理）、シティプロモーション推進室長、 

文化スポーツ推進室長、文化財保護課長 

＜事務局＞行政経営部企画財政室 参事、主査 

 

■資料 

・資料１－１ 吹田市まち・ひと・しごと創生推進委員会設置要領 

・資料１－１ 吹田市まち・ひと・しごと創生推進委員会作業部会設置基準 

・資料１－３ 第４次総合計画見直し・第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定体制等 

（R5.4一部追加） 

・資料２ 第４次総合計画見直し・第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略策定スケジュール・ 

本日の到達点 

・資料３ 第４次総合計画中間見直しの考え方（再整理） 

・資料４ 第４次総合計画基本計画改訂版素案（第５回作業部会時点） 

・資料５ 第４次総合計画基本計画改訂版素案 新旧対照表（第４回作業部会・第５回作業部会時点） 

・資料６ 第４次総合計画基本計画改訂版 見直し箇所一覧 

・資料７ 第４次総合計画基本計画改訂版 見直し箇所一覧（策定後の主な動向別） 

・資料８ 市民参画 主な意見 

・資料９ SDGsバックキャスティング 

・資料 10 第４次総合計画基本計画改訂版 見直しポイント別施策指標一覧 

・資料 11 第４次総合計画基本計画改訂版 指標設定理由・根拠及び見直し理由一覧 

・資料 12 まち・ひと・しごと創生総合戦略 進捗状況報告（R3まで） 

・資料 13 第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略骨子案 

・手持ち参考資料１ デジタル田園都市国家構想（内閣府・令和４年（2022年）12月策定） 

・手持ち参考資料２ 地域創生 SDGsローカル指標リスト 

・手持ち参考資料３ SDGsスタディパネル 

 

１．開会 

 

２．案件 

 

【報告】（１）～（２）（資料１、資料２） 

 

【議題】（１）ア 中間見直しの考え方（再整理）（資料３） 

 

【議題】（１）イ 検討（資料４、資料５） 
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ア）中間見直し基本方針「策定後の主な動向」を踏まえた見直し（資料６、７） 

 

主な意見 

○新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響 

・コロナ禍のときは、新型コロナウイルス感染症に関連した差別が起き、それに対応した。どのくらい

相談があったのかについては確認する。 

・新しい人権課題が出てきたときは柔軟に相談に応じるようにする、というような姿勢ならば総合計画

にも書くことができる。 

（事務局）今まで感染症で人権問題が起こるという意識はあまりなかった人も、新型コロナウイルス感

染症が感染拡大して、人権問題が身近になったかと思う。施策として実施する内容は変わらないが、

現状と課題の部分で触れてもよいのではないか。 

 

○個別計画の策定など 

・今後２年をかけて検討し、令和 7年に地域経済に関する計画を策定するが、それとの関連性はどのよ

うに整理したらよいか。 

（事務局）その計画を見据えて、総合計画との齟齬がないよう、整合性を見てもらえればよい。 

 

イ）市民参画で得られた市民意見の素案への反映（資料８） 

 ※各作業部会における指摘を受け、資料を差替え。ホームぺージ公開分の資料８については、差替え

後の資料。 

 

主な意見 

・市民の目につく分野が評価されているように思う。市民が大事と思っているかの意識が反映されてい

るわけではないのではないか。 

（事務局）市民の評価が低い分野は、市民として実感を得られていないということだと考えている。何

が影響しているのかの検討をしていただきたい。 

 

ウ）SDGs バックキャスティングによる SDGs 推進のための施策の充実（資料９） 

 

（意見なし） 

 

エ）施策指標の見直し（資料 10、資料 11） 

 

主な意見 

・施策指標「大学との連携による事業やイベントなどの年間実施回数」について、大学との交流は、今

後、大学に職員派遣をするだけではなく、コーディネーター的な形で実施していく予定である。また、

大学の研究との連携がまだできていないので、そういう大学連携に力を入れたいと考えているため、

目標値の上方修正は不要と考えている。 
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【議題】（2）第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略素案 

 

ア まち・ひと・しごと創生総合戦略 第１期まとめ（資料 12） 

イ 検討（資料 13・参考資料） 

 

主な意見 

・４つの基本目標をまとめて「スイタブルシティ」であるので、基本目標３だけにこの言葉を使うのは

違和感がある。 

・新しい言葉がたくさん生まれてしまうとブレが生じる。総合戦略でも総合計画で使っている言葉を使

うようにした方がよいのではないか。 

・総合戦略と総合計画の関係はどうなっているのか。 

（事務局）完全に一体化するわけではなく、一体的に策定はするが、別の計画として整理している。 

 

３．その他（１）～（３） 

 

以上 


